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どんぐりから苗⽊を育て、公益的機能を⾼める森林づくりを⽬指す
〈特定⾮営利活動法⼈どんぐり1000年の森をつくる会（宮崎県都城市）〉

１．取組背景・概要

特定非営利活動法人どんぐり1000年の森をつくる会 https://www.donguri1000nen.jp/参考URL

宮崎県都城市周辺は、大淀川上流に位置します。この流域には自然

植生した森があり、人々の暮らし・自然に恵みを与えてきました。

植樹活動を始めた原点には、「地域の代表的な樹木である｢どんぐ

り｣を山に植え、森（どんぐりの森）を再生し、私たちの生活を育む自

然風土を後世に引き継ぐことを目標としています」という揺るぎない

理念があります。

 造林地 ： 宮崎県都城市高城町有水田辺国有林

 面積 ： 1.3ha

 契約期間： 令和７年～令和86年（80年間）

 植栽樹種： クヌギ 1,800 本、マテバシイ 2,000 本

 活動者 ： 都城市在住者で構成されるボランティアの会員約100名

（令和８年５月現在）

今回が30カ所目の植樹となります。毎年、植樹地

を探している関係で、 宮崎森林管理署都城支署に

相談し、記念分収造林契約の締結に至りました。

これまでも、数か所の国有林において、分収造林

制度を活用して植樹活動をしています。

2．今後の展望

近年の気候変動や自然環境の変化が深刻化する中、「すべての生命

の源は山であり、そこから流れ出す水である」との思いを大切に森づ

くりをこれからも続けてまいります。

急がず、休まず、怠らず、一本一本、木を植え続け

る活動を地道に続けながら、「どんぐり1000年の

森」の理念を未来へつなぎ、持続可能な社会の実現

に貢献していきます。

契約の概要

ポイント

感想

 植栽木は、九州地方に適した広葉樹を選択しています。

 採取したどんぐりから、２～３年かけて苗木を育てています。

 育成した分収木は、都城市の特産品である都城木刀や都城家具の原

材料として活用し、地場産業振興と森林資源の循環を目指します。

植樹の様子（令和８年３月実施）

この方に伺いました！

德永 貢 さん

特定非営利活動法人
どんぐり1000年の森
をつくる会事務局長。
1996年に活動開始し、
これまで30カ所の植
樹会の実施に貢献。

森づくりの大切さや子どもと参加

する家族も多く、住みやすい環境を

維持するため、森づくりの大切さを

感じたなどの意見が多くありました。

（参加者アンケートより）

採取したどんぐりから苗木を育成

みやこのじょうし
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